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（ⅱ）

　竜ヶ岩洞は，秩父中古生層に属す
る地層に形成され，竜ヶ石山の南
麓に開口する．総延長は 1046mあ
り数十本の洞窟群から構成される
が，洞窟の延長方向は概ね北東―南
西走向の地層に準じて形成されてい
る．洞内では特に「大広間」から
「びょうぶ岩」にかけての区間で典
型的な地層の走向や傾斜を見ること
ができる．この「大広間」はまず地
下水路を横切る節理面での下刻が進
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行することで滝が形成され，その後上流側への
滝の後退が進んで比較的大きなホールが形成さ
れた．その形成過程を壁面に残されたスカラッ
プ（scallop）や滝面跡に残された縦型のノッ
チ（notch）などの溶食痕に見ることができる．
洞壁には石灰岩，輝緑凝灰岩，粘板岩に千枚岩
状の様相を呈する著しい片状構造の互層が認め
られる．「びょうぶ岩」に続く通路の弓なりの
空間は，石灰岩に挟まれた片状の非石灰岩層が
選択侵食されたことによって形成されたのだろ
う．� （小野寺秀和）


